ひまわり学級２組　生活単元授業案
場所　ひまわり２組　授業者　ひまわり❹
１　単　　　元　　たくさん買ってね　～にっこりにこにこひまわり市～（本時　５/６）
２　本時の目標
　　　・お店やさんになって、お客さんと買い物のやりとりをすることができる。　　　　　（コミュニケーション能力）

	Ａ　児
	Ｂ　児

	· 相手の顔を見て、挨拶をしたり値段を伝えたりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　（コミュニケーション能力）
	· 相手の顔を見て、ゆっくりと話をすることができる。また、相手に合わせて対応することができる。（コミュニケーション能力）　　　　　　　　　　


	学習形態
	アンプラグドプログラミング　
	使用機器
	タブレット端末　大型テレビ

	プログラミング的思考とのつながり
	・フローチャートを用いることで、手順を可視化したり、接客にふさわしい言動の順序を試行
錯誤したりするなかで、論理的思考力を高める。
・ＰＭＩを用いることで、よかったところや改善するところなど、自分の考えを整理する。


３　展　開
	
	学　習　活　動　　　　　　※教師の支援　　◆ＩＣＴ機器の活用　☆評価
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P

元気な声　笑顔
大きな声　おすすめを言う
M
言うのが遅い
相手の顔を見ていない
I
何度も言い直さないように
ゆっくりわかりやすく話す



ひまわり市を開く準備はばっちりかな　





※お店を開く準備ができているか確認するために、自分たちで書いた値札や看板、お店の場所などをチェックするチェックシートを用意する。


　　・お店の看板は廊下に置くとわかりやすいね　　　・値札は品物の前に置くよ











お店やさんになって、お客さんに買ってもらう練習をしよう





○お客さんに言う言葉を決めよう





※前時に書いた一つ一つの言葉の短冊を手順に沿って並び替え、フローチャートにする。


※お客さんに気持ちよく買い物をしてもらうにはどうしたらよいか考えやすくするために、児童が考えたフローチャートに沿って教師が実演してみる。


　　　　　　　　





「いらっしゃいませ」と言う





・最初に大きな声で挨拶をしたほうがいいよ


・お客さんが何を買うのか確認しよう


・品物を渡すとお金をもらうのを忘れてしまうから、お金を先にもらったほうがいいです


※手順を忘れないようにするために、①②と番号をつけて順番を意識できるようにする。


・にこにこして言うのがいいと思います








「何を買いますか」と聞く





「○円です」と伝える





だい金をもらう





しなものをわたす





「ありがとうございました」と言う





○お店やさんになってみよう





※いろいろな場面での対応ができるようにするために、教師がお客さん役になる。


◆自分がどのように相手に対応しているかを見て振り返ることができるようにするために、動画撮影をする。








※相手に伝わるように話すために、会話につまずいたときには、フローチャートを示したり、穴埋め式の話形カードを提示したりする。











☆相手の顔を見て気持ちのよい挨拶をしたり、「○○円です」「いくつですか」と会話したりすることができたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（発言や活動の様子）








・お客さんの顔を見て言うことができたよ。　・気持ちよく買い物にきてもらえたらうれしいな。








振り返りをしよう　





・Ａさんは、にっこりしていたからいいと思います


・ゆっくり話すとわかりやすいんだね





・Ｂさんは、大きな声で言っていたのがよかったです


・ぼくもおすすめを言ってみようかな





※お互いの接客の様子を見て、よかったところやまねしたいところに気づくようにするために，PMIを用いて考えを整理する。





○お店やさんの様子を見てみよう　





言葉の順序


いらっしゃいませ


何になさいますか


△△が　□本ですね


○円です


ありがとうございました


またおこしください





「いらっしゃいませ。


　何になさいますか。」





「なす１本ですね。


　３０円です。」





「ありがとうございました。


　また、おこしください。」





☆はっきりした発音でゆっくり会話したり、基本の話型にない会話への対応が落ち着いてできたか。　　　　（発言や活動の様子）　　　　　　　　　





「またおこしください」と言う





「いらっしゃいませ。


　ミニトマトがおいしくておすすめです。　いかがですか。」


　　「どうやって食べるといいですか。」


「トマトはサラダに入れるとおいしいですよ。」


「ミニトマトとなすですね。８０円です。」


「ありがとうございました。また、おこしください。」





※聞きとりやすい速さで言うことに気づくために、聞き取りづらかったときには、もう一度言うように声がけをする。


※決められた受け答え以外の対応ができるようにするために、お客さん役の教師が味やどんな食べ方をすればよいかなどを聞く。





・おすすめを言いたいな


・お客さんの顔を見て話したほうがいいですね


※お客さんの顔を見ることが必要だと思えるようにするために、全く顔を見ないで話す様子を教師が実演してみる。


・優しく言わないとだめだと思います





「おすすめは○○です」と言う








